















































































































































































































































































































ずと雖も、現今培養する西洋薔薇に類似せるものなれば、徳川時代の初頃外船により輸入せられしも ならんか」とされる（ 「園芸植物の来歴」 『本草学論攷』昭和九年
1934
刊所収） 。 「ご
























同定できる和種あるいは漢種を見出しえなかったこと 、とりあえず用いたものであろう。熊秀英（森島中良）著『類聚紅毛語訳』 （改題『蛮語箋』 。寛政十年
1798
刊）に「薔薇 　ロー
ザ」とあるが、これは「らうざ」を総称として 「薔薇」の一種と捉えたことを示すものと思われ 「ろ ざ」 名は西川正休（如見）の『長崎夜話草』 （万治二年
1659
刊？）の「付






































































バラノ花」は沈丁花に似ており、その同定の確かさには疑問がある。また益軒 「ラウザイバラ」を「牡丹イバラ」 も言うと記していたが、寺島良安の『和漢三才図会』 （正徳二年
1712
















































仮名がつけてあるが、ハマナスは日本に野生している。玫瑰はハマナスからでた、中国中部でつくられた園芸品であ 。おそらく、ほんとうの玫瑰が入ったのだと思う」 （ 「栽培植物の起源・伝来・分類 　園芸史から見た日本の花」 『北村四郎選集Ⅲ』保育社刊所収
p 194 ）と述べられている。今日の植物学的





のと思われる。したがって、江戸時代にもたらされた「らうざ」は、当時においては「漢名不詳、玫瑰（和名ハマナス）に似る」とでも説明さ べきであったろう。しかし、森島中良は花戸でも本草家でもなく、その著『蛮語箋』もまた一般向けの蘭日単語集である ころから およその対応を示した のであろう。そして、この「玫瑰＝ハマナス」という説が定着 ていくことになったものと思われる。
　ちなみに、現代の『原色牧野植物大図鑑』ではハナマス（ハ

































































がある（ 「薔薇露」 『琅玕記』所収） 。























































































































































































































































































  宇田川玄真・宇田川榕菴『増訂和蘭薬鏡』 （文政十一年1828 ～天保六年
1835 ） 、
































































































修『海表叢書』第一巻所収の本文によったが、新村出博士の解説によれば、 『聖教日課』は「各経 のテキスト 、実は古来迫害の裡に固き信者たちが日々相誦したも であって 幕末乃至明初の新訳新作ではない」ものである。プチジャン等は幕末キリシタン 復活後に『聖教 学要理 などを一連 キリシタン書を復刊したが、当時発見され 浦上・外海地方の旧信者にとって、解りやすい聞慣れた原語を用 たという（浦川和三郎「日本に於ける公教会の復活」 、 『海表叢書』第五巻新村出解説） 。
二七




















  島根（簸川・那珂） 　山口（熊毛） 　大
分
イギボタン 　　　　島根（鹿足） 　山口イゲドロ 熊本（下益城）イゲブタン 　　　　熊本（玉名）イゾラボタン 　 大分（大分）イドラボタン 　　大分（中部）イドロボタン 　　大分イバラボタン 　　
  播州 　富山（砺波） 　石川 　岐阜（養老） 　愛知（知田）三重（松坂） 　京都（竹野） 　大阪（大阪市） 　兵庫（但馬）奈良 　和歌山 愛媛 松山







んか」と述べられていたが、イゲボタンはこのボタンイバラの転訛したものではないかと思われる。 『日本植物方言集成』によると、九州地方 イバラ（野薔薇）は次のように呼ばれており、 「イゲボタン」がイバラ（野薔薇）と 別種のものであることは確かである。
長 　崎…イドラ（対馬） ・ヤボ（壱岐島）大 　分…
  イガ、イゲ・イガドロ（北海部） ・イゲント（大分市） ・イゾラ・トゲ・イドラゲス（大分市） 、ビ（別府）

















ビルゼン・サンタ・マリアの貴きロザリヨのジャルダンとて花園にたとゆる経、同じくゼズスのコフラヂアのレヂメントの略。これプレヂカドレスの門派のうち イ・フアン・デ・ロス・アンヘ スの翻訳なり。スウペリヨルとオルヂナリヨの許しを蒙り、ビノ クのサン・ガブ エのオスピタルに於いて板 開くものなり。御出世より一六二三
　この『ロザリヨ記録』には一六二二年に同じくマニラで出さ




















































































































































」 、 『類聚名義抄』 「荊 　ウ



















































− 1610 ） 『瓶史』 （成立年未詳）に現れ、この頃
の偽託書と言われる李時珍 『食物本草』 も現れる（岡西為人著『本草概説』昭和五十二年創元社刊
p 394 。 『本












実際ヨーロッパにおけるバラ崇拝はきわめて強力なものであったから、中世 は、とくにバラの名を記す祭日があった。というのは、その頃には、ウェスタが輝かしいギリシャの神々のあとにしたがってしぶしぶこの世を去ってしま ために、バラは聖母マリアの花となったのである。 （
p 267 ）
とある。また、植田重雄著『聖母マリア』岩波新書（p 191 ）に、

















































此中の五ケ條を御悲み 玄義と申は 主ぜずすきりしと請忍らへ給ふ ばつしよの御苦患を御母さんたまりやハ御ふにまにて凌ぎ給に依てなり
第一 　





















  御主耶蘇基利斯督 上天の後十日目に聖神は御母聖瑪利亜并御弟子達の上に 降らせ給ふ事
第四 　








…其後、或神父と共に他行あるに、茂りたる山を越へらるるを、山賊数多待請て居り、幸ひいざ彼神父を打剥取すべしと思ふ処に、 は其日未だ玫瑰 おらしょ 勤めざる事を思ひ出され 山より卸て、信心を催し、おらしよを申さる也。其時、山賊共は神父 らるる辺りをつく〴〵と見れば、容顔美麗成女人在して、神父がらさち
三五





p 191 ） 。 『日本植物方言集成』によると、大分県では
バラをテンシボタンと呼ぶ。大分はキリシタン大名の大友義鎮（宗麟フランシスコ）の地であり、あるいは ボタンの意味であろうか。
注⑫
 
　ただし、筆者が確認できたのは大正九年に出された三十
一号（久能木慎治編）のみである。
注⑬
 
　現在の中国ではバラ科バラ属の三大種は「玫瑰」
R
osa 
rugosa 、 「薔薇」
R
osa m
ultiflora 、 「月季」
R
osachinensis
であるが、単にバラを指すときは「玫瑰」を用いるようである。
三六
「玫瑰」Rosa rugosa
（シーボルト『日本植物誌』より）
